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500ms に提示される S２刺激では単純光刺激を用い，S２刺激提示後可能な限り早く S１刺激によっ
て指定された左右運動肢の示指伸展運動を行うよう指示した（Bilateral task）。一方，S１刺激で赤
丸もしくは緑丸が提示されても S２刺激で右示指伸展運動を行う課題をUnilateral task とした。
Bilateral task およびUnilateral task での右示指伸展運動時に左半球より記録された脳磁界波形
（MRCF）を解析対象とし，解析区間は S１刺激前1000ms から S１刺激後1500ms とした。
S １刺激から S ２刺激が提示されるまでの500ms の間に，Unilateral task と比較してBilateral 
task において著明な波形（Interstimulus MRCF）が観察され，そのピーク潜時は S１刺激後343.9±
73.5ms であった。Interstimulus MRCFのピーク潜時で算出した等価電流双極子（ECD）は３ b野
の活動とされるECDの位置よりも有意に前方（19.8±6.9mm）かつ内側（9.2±12.1mm）に位置した。
本実験で予告刺激と運動開始刺激を組み合わせた S１－S ２刺激を用い，S１刺激後に提示される
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S２刺激に対して右示指を伸展する unilateral task と，S１刺激で左右の運動側を指示し S２刺激で









り２cm前方に ECDが推定されたことから，Bilateral task では PMdの活動を捉えていたと考えら
れる。さらに，PMdの活動は，S１刺激後約350ms に活動のピークを示すことが明らかになった。
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